
は　じ　め　に

　２００１年１１月に東日本旅客鉄道株式会社（JR東日本）が導入した「Suica」は，その機能と利便
性が評価されて普及し，２００８年７月末の発行枚数は２，５６２万枚を越えた。この間に同種の非接触
型 ICカードシステムの導入は増加し，１１３事業者，２７種類に及ぶ（２００７年４月１日現在） １）。広島
地区においても，２００７年９月１日に西日本旅客鉄道株式会社（JR西日本）が「ICOCA」を導入し，
２００８年１月２６日にはバス事業者１０社による「PASPY」が導入された。本稿は地方中核都市におけ
る非接触型 ICカードシステムの導入状況をまとめ，将来的な課題について考察をするものであ
る。

Ⅰ．　非接触型 ICカードシステムとは

　従来，乗車券は乗車前に購入すべきものであったが，煩雑な少額決済を簡略化する目的から旧
日本国有鉄道（以下，国鉄と略記）が導入したプリペイドカードの「オレンジカード」により電
子化が始まった。国鉄の分割・民営化によりオレンジカードは JR各社へと引き継がれたが，東
日本旅客鉄道株式会社（以下，JR東日本と略記）においてはストアードフェアシステムの一環と
して，乗車券の代わりとしても使用できる「イオカード」へと変化している。同種のストアード
フェアシステムは私鉄各社やバス事業者にも波及し，プリペイド式乗車カード「共通カード」と
して県域や都市圏単位で全国各地に導入された。
　「イオカード」にソニーの非接触型 ICカード「FeliCa」の技術を用いることで，入金処理
（チャージ）を行うことで繰り返し使用ができる，定期券としての機能を併せ持つ，自動改札機
の通過時点で自動精算を行う，という ICカードならではの機能を付加したものが「Suica」であ
る。後に電子マネーとしての機能やおサイフケータイへの対応など様々な機能が追加されている。
こうした機能や利便性が評価され，２００８年７月末の発行枚数は２，５６２万枚を越えている。
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　１）　財団法人鉄道総合技術研究所「非接触 ICカードによる乗車券システム」，
http://www.rtri.or.jp/rd/openpublic/rd４８/ryokaku/ic-card.html（２００８年９月１４日現在）より筆者まとめ



Ⅱ．　非接触型 ICカードシステムの相互利用

　非接触型 ICカードシステムはその導入コストの高さから，当初は JR東日本のように財務的に
余裕のある企業が単独で導入する事例が多かったが，共通カードの置き換えで導入するケースを
中心に中小規模を含めた複数事業者が共同で導入する事例が増えてきている。関東地区を中心と
した５０の事業者が導入している「PASMO」や，関西地区を中心とした２６の事業者が導入してい
る「PiTaPa」のように，複数の共通カードやストアードフェアシステムをまとめる形で発足した
事例もある。
　また，２００４年８月１日からはSuicaとICOCAのどちらかを持っていれば，他システムが導入され
ているエリアでも利用できる相互利用が行われるようになった。近年は相互利用が活発に行われ，鉄
道事業者においては，Suicaを中心とした放射状の相互利用体系となっている。

　そのため，地方独自の非接触型 ICカードシステムであっても，利用者の利便性を高めるため
に Suicaをはじめとする大手鉄道事業者のシステムとの相互利用，もしくは Suicaを使えるよう
にする片方向の利用サービスを行うケースも増えている。その一方で旧来の「共通カード」の枠
に留まり，相互利用に対応しない事業者も少なくない。

Ⅲ．　札仙広福について

　地方中核都市の比較においては，昭和５２年の第３次全国総合開発計画において札仙広福と言わ
れた，札幌，仙台，広島，福岡が用いられることが多い。これらの都市はいずれも支店経済が活
発であるのと同時に，地域独自の経済力を併せ持っている。これらの都市間交通を担う空港につ
いては，国土交通省の「航空輸送統計調査年報」の平成１９年度分における利用客数がそれぞれ，
３位，１０位，１１位，４位と多く，羽田空港と各地とを結ぶ路線別利用客数についても，札幌が１
位，福岡が２位，広島が６位と突出している。ただし東京に近い仙台のみ直行便が存在しない。
　これらの空港へのアクセスは，一定の利用者数があり，なおかつ地域内の利用者と他地域から
の利用者とがおよそ半々であるという特徴がある。地域の交通事業は，時に地域住民の利便性の
みしか考えてないと思われる事例が見られるが，空港アクセスを例に地方都市における非接触型
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図１）Suicaとの相互利用状況２）

　２）　筆者まとめ。相互利用予定のものを含む。ただし Suicaと PiTaPaの相互利用については，２００４年の報
道発表以降の進展が見られないため含めていない。



ICカードシステムの実情と問題点をまとめてみる。

Ⅳ．　札仙広福の状況

　札仙広福における空港アクセスの状況を以下にまとめる。
札幌地区 新千歳空港の年間利用者は１，７５７万人で，他地区からの利用者率は５７．６％であ

る３）。空港へのアクセス手段は JRが最も多く５１．０％を占め，それを裏付けるよ
うに新千歳空港駅の平成１９年度の年間利用者数は８６０万人に達する４）。JR北海道
における非接触型 ICカードシステムは，「Kitaca」の名称で２００８年１０月２５日開
始予定となっている。

仙台地区 仙台空港の年間利用者は２８６万人で，空港へのアクセス手段は空港リムジンバ
スが最も多く５１．６％を占めている５）。しかしながら２００７年３月１８日に JR仙台駅
に発着する仙台空港鉄道が開業したことから，現在は状況が変化していると思
われる。仙台空港駅の利用客数から年間利用客を算出すると１３２万人となり，
空港関係者や地元住民の利用が福岡空港と同程度の比率であるとすると，仙台
空港鉄道が担っているのは３０％程度になる６）。仙台空港鉄道はJR東日本の路線に
乗り入れることから，非接触型 ICカードシステムは「Suica」が利用可能である。

広島地区 広島空港の年間利用者は３０５万人で，他地区からの利用者率は５２．３％である。空
港へのアクセス手段はリムジンバス等が最も多く５８．０％を占めている７）。広島
地区における非接触型 ICカードシステムは，地域のバス事業者等１０社により
「PASPY」の名称で２００７年１月２６日に開始されている。

福岡地区 福岡空港の年間利用者は１，６７３万人で，他地区からの利用者率は４８．４％である。
空港へのアクセス手段は福岡市交通局による地下鉄が最も多く５７．９％を占めて
いる８）。それを裏付けるのが福岡空港駅の利用者で，平成１８年度の年間利用者数
は１，４６７万人に達する。福岡市交通局における非接触型 ICカードシステムは
「はやかけん」の名称で２００９年春に開始予定となっている。

Ⅴ．　他社システムとの相互利用状況

　各地区で導入もしくは導入が予定されている非接触型 ICカードシステムと，他社のシステム
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　３）　財団法人アジア太平洋観光交流センター「航空機を利用する観光旅客等の実態調査〈新千歳空港編〉」，
http://www.aptec.or.jp/shinchitose-chosa.htm（２００８年９月１４日現在），２００２年３月

　４）　JR北海道「平成１９年度駅別乗車人員上位１０傑」
http://www.jrhokkaido.co.jp/corporate/company/com_６.html（２００８年９月１４日現在）

　５）　財団法人アジア太平洋観光交流センター「航空機を利用する観光旅客等の実態調査〈仙台空港編〉」，
http://www.aptec.or.jp/sendaikukou-houkokusyo.pdf （２００８年９月１４日現在），２００４年３月

　６）　最新！鉄道ニュース！「【仙台空港アクセス鉄道】開業１周年，伸び悩む利用者」，
http://trainnews.seesaa.net/article/９００１９１３３.html（２００８年９月１４日現在），２００８年３月１８日

　７）　財団法人アジア太平洋観光交流センター「航空機を利用する観光旅客等の実態調査〈広島空港編〉」，
http://www.aptec.or.jp/hiroshima-chosa.htm （２００８年９月１４日現在），２００３年３月

　８）　財団法人アジア太平洋観光交流センター「航空機を利用する観光旅客等の実態調査〈福岡空港編〉」，
http://www.aptec.or.jp/fukuoka-chosa.htm （２００８年９月１４日現在），２００１年３月



との相互利用の状況を以下にまとめる。
札幌地区 「Kitaca」は導入から半年を経過した２００９年春に Suicaとの相互利用サービスを

開始するとしている９）。他地域からの利用者が多いことから相互利用には要望
が多く寄せられていたと思われ，新千歳空港より JR新千歳駅への連絡通路や
駅構内には「Suica，ICOCAなどの ICカードは使用できません」との掲示が設
置されている。２００９年１月に開始される予定の札幌市交通局の「SAPICA」につ
いては相互利用は当面は行われない。

仙台地区 仙台空港鉄道は JR東日本の路線に乗り入れることから，非接触型 ICカードシ
ステム「Suica」と Suicaとの相互利用ができるものが利用可能である。なお，
仙台地区に Suicaが導入されたのは２００３年１０月２６日で，札仙広福の中では最も
早くから非接触型 ICカードシステムが利用できた。

広島地区 「PASPY」は導入から１ヶ月を経過した２００８年３月１日より西日本旅客鉄道株式
会社（JR西日本）の非接触型 ICカードシステムである「ICOCA」が使用でき
る片方向の利用サービスを開始した。「ICOCA」以外との相互利用については未
定となっている１０）。

福岡地区 福岡市交通局の「はやかけん」，九州旅客鉄道株式会社（JR九州）の
「SUGOCA」，西日本鉄道株式会社（西鉄）の「nimoca」のそれぞれと，Suica
との相互利用サービスを２０１０年春に開始するとされている１１）。

　従って遅くとも２０１０年春には，広島地区を除く３地区において，Suicaのみで空港アクセスに
加えて鉄道を主とする交通機関の少額決済の多くの部分を賄うことが可能になる。このことで首
都圏のみならず，様々な地域を行き交う用務客の利便性が高まることは言うまでもない。

Ⅵ．　広島空港の利用者と Suicaの相互利用

　「航空機を利用する観光旅客等の実態調査〈広島空港編〉」によると，他地区から広島へ訪れた
人の割合は５２．３％であり，その内 Suicaを日常的に使用すると思われる関東地方からの利用客は
６７．７％であった。さらに首都圏における Suicaの普及率は５６．２％である１２）。これらの数値が時系
列で変化しないものとして，平成１８年度のリムジンバス利用客１，４５８，０８４人１３）に当てはめると，
Suicaの利用が期待できるリムジンバスの利用客は年間２９０，１４１人となる。
　実際には広島地区に居住しながら首都圏を訪れた際に使用するために，Suicaを保有している
利用者もいるものと考えられる。「電子マネーに関するアンケート調査」によると福岡県におけ
る Suicaの普及率は６．４％であり，これを広島空港のリムジンバス利用者の数値に当てはめると，
Suicaの利用が期待できるのは最大で年間３３４，６５３人となる。さらに利用者の多い広島駅および広
島バスセンター発着の便に限って当てはめると，リムジンバス１便あたり３．８９人と４人に満たな
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　９）　２００８年９月１０日報道発表
１０）　筆者独自の取材による（２００７年１１月１５日現在）
１１）　２００８年２月７日報道発表
１２）　野村総合研究所「電子マネーに関するアンケート調査」

http://www.nri.co.jp/news/２００８/０８０７１７/０８０７１７.pdf，２００８年７月
１３）　広島県土木局空港港湾部空港振興課提供の資料（平成２０年度リムジンバス等の利用状況）による



いが，同路線の１便あたりの利用人数が１７．０人であることを考えると必ずしも少ない人数ではな
い。リムジンバスの利用客のためだけに Suicaに対応することは非効率的だろうが，２００８年５月
末における PASPYの発行枚数が約３万５千枚に留まっていること，広島銀行との提携による
PASPYの初年度発行枚数の目標が１０万枚であることを考えると，年間３３万人強の潜在的利用者を
取り込むことができる可能性は無視すべきではないと考えられる。
　なお，インターネット上の Blog等においては，PASPYと ICOCA・Suicaとの相互利用を不可
能であるとする記述が散見される。これは PASPYがバスカード１４）と同様に１０％のプレミア（上
乗せ額）を持つことを根拠としているものが多い。バスカードをはじめとする多くのプリペイド
カードにおいては１，０００円で１，１００円の額面のカードを購入するシステムであり，購入時点で割引
がなされることから電子マネーとしての利用や相互利用に適さないのは自明であるが，PASPYに
おいては最大１０％を割り引いた運賃とする方式であり，扱いそのものが変わっている１５）。筆者が
取材した際の回答も「（相互利用に必要な費用負担に見合う）利用があるか不明なので現時点で
は未定である」というもので，機構や約款的に不可能であるとするものではなかった。

Ⅶ．　札仙広福以外の状況

　ここまで札仙広福の状況を述べてきたが，それ以外の空港における状況を簡単にまとめておく。
ただし，日本国内には定期便が就航している空港だけでも８８カ所あるため，平成１９年度の利用者
が３００万人以上の１３カ所のみとした１６）。
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表１）主要空港におけるアクセス手段と Suica対応１７）

Suicaの利用対応 ICカード主　要　ア　ク　セ　ス年間利用者数空港名
可Suica・Pasmo東京モノレール・京浜急行鉄道６６，８８３，１２９東 京

一部不可Suica・PasmoJR東日本・京成電鉄・リムジンバス３２，０１６，３３８成 田
可KITACAJR北海道１８，５３６，３５０新千歳
可はやかけん福岡地下鉄１８，１２３，７３１福 岡
不可PiTaPaリムジンバス・大阪モノレール１６，８４２，８６８大 阪
一部可ICOCA・PiTaPaJR西日本・南海鉄道１６，４４８，２３４関 西
不可沖縄都市モノレール・リムジンバス１４，４９５，０５４那 覇
不可平成２２年度を予定名古屋鉄道１１，７２１，６７３中 部

不可Rapica
いわさき ICカードリムジンバス５，７１４，７３６鹿児島

可Suica仙台空港アクセス鉄道３，３８７，４６３仙 台
不可PASPYリムジンバス３，３３７，０２７広 島
不可リムジンバス３，１６７，９４０熊 本
不可宮交パスカJR九州・リムジンバス３，０８２，６１２宮 崎

１４）　広島地区における共通カードのことで，バス事業者のバスカード，広島電鉄株式会社のパセオカード，
広島高速交通株式会社のアストラムカードの総称として用いられる。

１５）　社団法人広島県バス協会「ICカード乗車券取扱規則」の第２８条，
http://www.paspy.jp/stipulation.html（２００８年９月１４日現在）

１６）　国土交通省「航空輸送統計調査　年報　平成１９年分」，
http://toukei.mlit.go.jp/search/pdfhtml/１１/１１２００７００a０００００.html（２００８年９月１４日現在）

１７）　筆者によるまとめ。予定のものを含む。（２００８年９月１４日現在）



　全般的に言えることは，鉄道をはじめとする軌道系のアクセスが整備されている空港ほど，非
接触型 ICカードシステムの導入や，Suicaとの相互利用がなされている。逆にリムジンバスを主
体とし，かつ複数の事業者による乗り入れとなる空港では非接触型 ICカードシステムそのもの
への対応が遅れているか，地域独自の非接触型 ICカードシステムに留まっている傾向が見られる。

ま　　と　　め

　Suicaをはじめとする他事業者の非接触型 ICカードシステムとの相互利用は少なからぬコスト
が発生することを考えると，空港アクセスのためだけに相互利用を推進することは非効率的であ
るように思える。しかしながら地域内で何年もかけて獲得するのに相当する利用者が目の前を通
り過ぎているだけの状況はいかがなものであろうか。
　ボーダーレス化の進む人や物の流れにおいては，デファクト・スタンダードから外れたものは
生き残りにくいという状況がある。その実例として，東京－大阪間を結んでいた寝台急行「銀河」
が２００８年３月に廃止された際の理由の一つとして「携帯電話からの予約や変更が非常に容易になっ
た新幹線の切符購入システムと互換性が全くないことから，近年は多くの寝台特急とほぼ同じ水
準で利用が低迷していた１８）」というものがある。そのわずか１年半前の記事には「今夜こそはの
実乗８７％１９）」とあることを思えば，変化の激しさがわかる。
　しかしながら本稿で扱った空港アクセスにおいては，利用の半数程度は地域住民の利用であり，
スタンダードから外れたローカル・ルールに従ってくれる利用客も相応にあり，問題が表面化し
にくい構造がある。それだけに地域内の利用に安住し，単なる地域通貨ができただけに留まらな
いようにする施策が求められていると考える。
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